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について

“お口とのどの体操”
オリジナル動画ができました！

日野市ホームページ

食べて元気に（ひのカメカメごっくん大作戦）
からご覧いただけます。

URL
http://www.city.hino.lg.jp/fukushi/kenko/enge/
index.html

のどとお口を鍛える簡単な体操です。
毎日のセルフケアで、飲み込む力をつけて
楽しく食べて、いつまでも幸せな人生を送りましょう。

※市内図書館でも
本動画のDVDの貸し出しを行っています。

嚥下調整食・介護食の食形態検索サイト

URL https://www.shokushien.net/

摂食嚥下障害のある方へ退院後の食事の摂り方
を指導する際にご活用ください。
また、市内外の介護・医療施設の嚥下調整食の
提供状況のほか嚥下調整食・介護食の販売店舗
も検索できます。

おすすめコンテンツ
 食べやすい食事を作る
 食べやすい食事はここにある
 「食べる」を続けるための知恵袋
 業務で使えるツール



１ 日野市摂食嚥下機能支援連携システム流れ

名称 所在地 電話番号 担当地域

もぐさ 落川1070 599-0536 百草、落川、程久保（1~8丁目を除く）、三沢2丁目、
三沢（1289～1294番地）

あさかわ 高幡651-5
高幡ﾏﾝｼｮﾝ第2 2階

593-1919 高幡、三沢（1289～1294番地を除く）、三沢1,3~5丁
目、新井、大字石田(浅川南)、程久保1~8丁目

すてっぷ 豊田3-1-8 582-7367 豊田、大字豊田、東豊田、旭が丘2,5,6丁目、
多摩平1,2丁目、富士町

あいりん 多摩平6-31-7 586-9141 多摩平3~7丁目、日野台4,5丁目、大坂上

せせらぎ 日野本町6-3-17 589-3560 日野本町、神明、日野台1~3丁目、栄町、新町

多摩川苑 万願寺1-16-1 582-1707 万願寺、上田、川辺堀之内、日野、宮、石田、
大字石田(浅川北)

いきいきタウン 東平山3-1-1 585-7071 東平山2,3丁目、平山

すずらん 南平7-18-28
小林ビル1階B

599-5531 南平

かわきた 西平山1-12-1 589-1710 旭が丘1,3,4丁目、東平山1丁目、西平山

地域包括支援センター
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セルフケア

・介護予防教室 など
・パンフレット
・のどとお口の体操動画

主 治 医
（かかりつけ医）

（かかりつけ歯科医）

専門医療機関
（口腔リハビリテーション等）

摂食嚥下対応評価医、
サポート医による診察

③
紹
介

地域包括支援センター（ケアマネジャー）

チェックシート確認 アセスメントで振り分け

②
紹
介

②紹介（医療）

【周知啓発】

１．チェックリーフレット
（健康診査通知同封）

２．広報・ポスター・
講演会等

①
相
談

④
紹
介

機能に問題なし 専門の
診察が必要

専門的な
検査が必要

セルフケアで
対応可能

(

予
防
）

機
能
に
問
題
あり

市 民

不安、症状、検診



【各機関が実施する内容】

地域包括支援センター・ケアマネジャー

１）チェックリーフレットの内容確認
・チェックリーフレットを見た市民から、地域包括支援センターやケアマネジャーが相談を

受ける。
・チェックリーフレットを元に、市民の状況を電話等で聞き取り。

さらに詳しい聞き取りを行う必要があると判断した場合にアセスメントを実施。
※担当のケアマネジャーがいる場合はケアマネジャーが相談を受ける。

担当のケアマネジャーがいない場合は、担当地域の地域包括支援センターが相談を受ける。
※アセスメントを実施したケアマネジャーは、担当地域の包括支援センターにご一報ください。

２）アセスメントの実施（アセスメントシートの利用）
・アセスメントシートを使用し、訪問や面接でアセスメントを実施。
・アセスメントの結果、医療機関につなぐ必要がある方と、セルフケアで対応可能な方とを

振り分ける。

３）医療機関につなぐ
・アセスメントシートにチェックが１つでもついたら、主治医（かかりつけ医・かかりつけ

歯科医）の受診をお勧めしてください。
主治医がいない場合は、摂食嚥下に対応可能な医療機関（P7）をご紹介ください。

・医療機関への受診を促す際は、「医療機関の受診について」を用いて説明し、
「アセスメントシート（医療機関控）」「アセスメントシート解説書」を封筒に入れ、
市民に渡してください。

※ケアマネジャーが医療機関の受診を促した場合は、担当の地域包括支援センターに連絡してください。

４）セルフケアのための支援
・医療の対象とならなった方に対して、日常のセルフケアができるよう支援してください。
※ 9包括圏域で開催する介護予防教室や、「ひの健康貯筋体操」団体等を紹介してください。
※のどとお口の体操パンフレットは健康課、地域包括支援センターで配布しています。
※市ホームページにのどとお口の体操の動画を掲載しています。（本冊子表紙参照）

チェック
リーフレット
詳細はP３

アセスメントシート
詳細はP５

市民へのご案内
詳細はP７
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主治医（かかりつけ医・かかりつけ歯科医）/摂食嚥下に対応可能な医療機関（評価医・サポート医）

１）摂食嚥下機能の評価、診察
・主治医または評価医・サポート医は「アセスメントシート」を参考に摂食嚥下機能

を評価、診察。

※評価医は東京都、サポート医は南多摩保健所が実施する摂食嚥下機能の評価やリハビリ
テーション等の摂食嚥下に特化した研修を受講した医師・歯科医師のこと。

※摂食嚥下機能を評価した結果、専門医療機関での診療が必要と判断した場合は、市内の摂食嚥
下に対応可能な医療機関（P7）や、評価医・サポート医等が判断する専門医療機関（日本歯科
大学口腔リハビリテーション多摩クリニック等）を紹介。

アセスメントシート
詳細はP５

本システムに関するお問い合わせは、日野市健康課（042-581-4111）にご連絡ください。



２ チェックリーフレットについて

【発送方法】

・「日野市国保特定健康診査」および

「いきいき（後期高齢者）健康診査」

通知に同封

【発送対象者（令和3年度）】

・市内在住の65歳～79歳

【発送時期】

・令和3年4月上旬（4・5・6月生まれ）

・令和3年6月末（7・8・9月生まれ）

・令和3年9月末（10・11・12月生まれ）

・令和3年10月末（1・2・3月生まれ）

【表面】
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【目的】
市民自身がチェック項目を使用して、摂食嚥下機能低下の疑いについて確認します。

【裏面】 リーフレットを見て気になる症状がある市民が、

担当地域の地域包括支援センターに相談します。
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３ アセスメントシートについて

【記載方法】

・ 内は本人情報を記入

※下段の「その他情報記載欄」に本人情報欄にない気づき等を記入

（例：認知症のおそれ有り…等）

・ 内はアセスメントシート解説を使用し記入

①

②

①

②
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【アセスメントの実施】

・本人が希望した場合は、 の部分だけコピーして渡す。②

アセスメントシートを使用して、アセスメントを実施します。
アセスメントシートにチェックが一つでもついたら、医療機関の受診をお勧めしてください。



【目的】
地域包括支援センターやケアマネジャーが、アセスメントシートを使用して
アセスメントを実施します。

【アセスメントシート解説】

「アセスメント項目」と「現在の食事状況」をチェックする上でのポイントを記載しています。

6



４ 医療機関の受診に関するご案内について

【医療機関の受診について】

・「受診に関するご案内」①の用紙を使用し、医療機関の受診を促してください。

・基本的には主治医（かかりつけ医・かかりつけ歯科医）の受診勧奨をお願いします。

ただし主治医がいない場合には、資料にある「ご案内」に掲載している『摂食嚥下機能診療可能な

市内医療機関』の一覧より受診勧奨をお願いします。
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① （表） （裏）



【医療機関受診時に持参してもらうもの】

・アセスメント結果を記入した「アセスメントシート（2枚複写）」のうち2枚目の「医療機関控」②と

「アセスメントシート解説書（コピー）」③を封筒に入れ、医療機関への受診勧奨をお願いします。

・ 「アセスメントシート（2枚複写）」 1枚目の「実施者控」はアセスメントを実施した地域包括支援

センターまたはケアマネジャー用の控えです。

②
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医療機関控

③

【目的】
アセスメントの結果、嚥下機能の低下が疑われる方を医療につなげます。


